
 

平成 28年度 

松阪市小・中学校施設の 

あり方市民討議会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時：平成 29 年 2 月 5 日（日） 13：30 ～ 16：30 

会  場：松阪市産業振興センター 3 階研修ホール 

 

 

 

※ 当日の提案内容や意見がそのまま市の方針となるものではありません。小・中

学校施設の今後のあり方を検討していく上での貴重な参考意見として取り扱い

させていただきます。 

 

松 阪 市 

 



【開催日】平成29年2月5日（日）

内容 備考

13:30 ～ 13:35 開会・挨拶 松阪市長　竹上　真人

13:35 ～ 13:40 協力団体挨拶 名古屋大学　准教授　小松　尚

13:40 ～ 13:45
小・中学校施設のあり方市民討議会の
進め方

公共施設マネジメント推進室

13:45 ～ 15:00 市民討議会 教育委員会事務局

・現状説明

・地域コミュニティの拠点としての学
　校施設について議論

15:00 ～ 15:05 休憩

15:05 ～ 16:05 市民討議会 教育委員会事務局

・老朽化している学校施設のこれから
　について議論

16:05 ～ 16:20
市民ディベーター、会場参加者による
意見・提案

16:20 ～ 16:30 講評 名古屋大学　准教授　小松　尚  ほか

16:30 閉会 松阪市長　竹上　真人

松阪市小・中学校施設のあり方市民討議会　タイムスケジュール

予定時間



役　割 氏　名 所　属　等

　コーディネーター 　竹上　真人 　松阪市長

　ナビゲーター 　小松　尚 　名古屋大学准教授

　川嶋　幸夫
　行政経営アドバイザー
　（社）日本経営協会専任コンサルタント

　市民ディベーター 　小山　利郎
　松阪市行財政改革推進委員会委員（※）
　松阪市自治会連合会 会長

　柴田　実 　総合計画審議会委員

　中村　真子 　元松阪市教育委員会 教育委員長

　岩田　雅昭 　港小学校学校運営協議会理事長

　小林　平八郎 　松阪市教育ビジョン策定委員会 副委員長

　川口　朋史 　三雲中学校長

　殿内　裕哉 　松阪市PTA連合会 会長

松阪市小・中学校施設のあり方市民討議会　出席者名簿

※　【松阪市行財政改革推進委員会】
　　　松阪市が取り組んでいる行財政改革に対して、外部の客観的な視点から評価・検証を行っ
　　　た上で、提案・意見をいただいく外部委員組織で、学識経験者や民間企業の経営者、地域
　　　の代表者など8名で構成する。



◆小松　尚（名古屋大学　准教授）◆

　学校など地域住民に近い公共施設のこれからの計画や運営につい
て、教育研究と実践を行っている。三重県いなべ市の石榑小学校（公
共建築賞受賞）など三重県の公立学校の施設計画にも関わっており、
平成27年度からは松阪市鎌田中学校の改築事業アドバイザーも務め
る。また、津市の津市公共施設等総合管理計画策定のアドバイザーや
名古屋市の学校施設長寿命化に関する委員を務め、都市の再編・集約
に際しての公共施設のあり方についても検討している。

立川市行財政改革推進室長、財政課長、市民生活部長、東京都後期高
齢者医療広域連合保険部長（派遣）、総合政策部長などを歴任し、平
成23 年3 月に退職。退職後、平成23 年6 月から立川都市センター
取締役事業部長、平成24 年6 月から民間シンクタンクに勤務。現在
は、多くの自治体の公共施設マネジメントに関するアドバイザーとし
て就任。

◆川嶋　幸夫（行政経営アドバイザー（社）日本経営協会
　専任コンサルタント）◆

市民討議会　ナビゲータープロフィール
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※当日の配置に多少変更が生じる場合もあります。
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伊勢寺小学校

松尾小学校

花岡小学校

山室山小学校
徳和小学校

揥水小学校

第三小学校

松江小学校
第四小学校

幸小学校

第一小学校

第二小学校

第五小学校

朝見小学校

機殿小学校

豊地小学校

中原小学校

小野江小学校

松ヶ崎小学校

米ノ庄小学校

豊田小学校

中川小学校

天白小学校

鵲小学校

港小学校

大河内小学校

射和小学校

南小学校

漕代小学校

西黒部小学校

東黒部小学校

殿町中学校

西中学校

中部中学校

鎌田中学校

久保中学校

東部中学校

嬉野中学校

三雲中学校

大江中学校

阿坂小学校

小・中学校施設位置図



香肌小学校

波瀬小学校
（休校中）

川俣小学校
（休校中）

宮前小学校

柿野小学校

仁柿小学校
（休校中）

粥見小学校

有間野小学校
（休校中）

旧飯高西中学校
（廃校）

飯南中学校

小・中学校施設位置図

飯高中学校



























小学校

第一小学校 第二小学校

第三小学校 第四小学校

第五小学校 幸小学校



小学校

港小学校 西黒部小学校

松江小学校 伊勢寺小学校

阿坂小学校 松ヶ崎小学校



小学校

東黒部小学校 機殿小学校

朝見小学校 揥水小学校

漕代小学校 花岡小学校



小学校

山室山小学校 松尾小学校

大河内小学校 射和小学校

南小学校 徳和小学校



小学校

豊地小学校 中川小学校

豊田小学校 中原小学校

米ノ庄小学校 天白小学校



小学校

鵲小学校 小野江小学校

仁柿小学校（休校中） 柿野小学校

粥見小学校 有間野小学校（休校中）



小学校

宮前小学校 川俣小学校（休校中）

香肌小学校 波瀬小学校（休校中）



中学校

殿町中学校 鎌田中学校

久保中学校 東部中学校

大江中学校 中部中学校



中学校

西中学校 嬉野中学校

三雲中学校 飯南中学校

飯高中学校



 

○松阪市立学校設置条例 

平成17年１月１日条例第237号 

改正 

平成19年12月25日条例第63号 

平成28年３月17日条例第25号 

松阪市立学校設置条例 

（設置） 

第１条 松阪市は、学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定に基づき、小学校及び中学校（以下「学

校」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 学校の名称及び位置は、別表に定めるとおりとする。 

附 則 

この条例は、平成17年１月１日から施行する。 

附 則（平成19年12月25日条例第63号） 

この条例は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月17日条例第25号） 

この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

別表（第２条関係） 

その１ 

  

名称 位置 

松阪市立第一小学校 松阪市殿町1349番地１ 

松阪市立第一小学校市民病院分校 松阪市殿町1550番地 

松阪市立第二小学校 松阪市垣鼻町633番地 

松阪市立第三小学校 松阪市西之庄町150番地 

松阪市立第四小学校 松阪市鎌田町428番地４ 

松阪市立第五小学校 松阪市久保町276番地 

松阪市立幸小学校 松阪市殿町1198番地２ 

松阪市立松江小学校 松阪市川井町380番地１ 

松阪市立伊勢寺小学校 松阪市伊勢寺町26番地 

松阪市立阿坂小学校 松阪市小阿坂町3325番地 

松阪市立松ケ崎小学校 松阪市松崎浦町751番地２ 

松阪市立港小学校 松阪市荒木町16番地 

松阪市立西黒部小学校 松阪市西黒部町713番地１ 

松阪市立東黒部小学校 松阪市垣内田町６番地１ 

松阪市立機殿小学校 松阪市六根町16番地１ 

松阪市立朝見小学校 松阪市大宮田町195番地 

松阪市立揥水小学校 松阪市豊原町1120番地 

松阪市立漕代小学校 松阪市目田町207番地 

松阪市立花岡小学校 松阪市大黒田町757番地 

松阪市立山室山小学校 松阪市光町１番地 

松阪市立松尾小学校 松阪市丹生寺町566番地 

松阪市立大河内小学校 松阪市矢津町1775番地 

松阪市立射和小学校 松阪市射和町557番地１ 

松阪市立南小学校 松阪市小片野町945番地 

松阪市立徳和小学校 松阪市上川町197番地４ 

松阪市立豊地小学校 松阪市嬉野堀之内町229番地 

松阪市立中川小学校 松阪市嬉野中川町1057番地 

松阪市立豊田小学校 松阪市嬉野川北町1338番地２ 



 

松阪市立中原小学校 松阪市嬉野田村町44番地 

松阪市立米ノ庄小学校 松阪市市場庄町20番地 

松阪市立天白小学校 松阪市曽原町774番地 

松阪市立鵲小学校 松阪市笠松町279番地 

松阪市立小野江小学校 松阪市小野江町355番地 

松阪市立仁柿小学校 松阪市飯南町上仁柿194番地 

松阪市立柿野小学校 松阪市飯南町深野3688番地 

松阪市立粥見小学校 松阪市飯南町粥見3969番地 

松阪市立有間野小学校 松阪市飯南町有間野1064番地 

松阪市立宮前小学校 松阪市飯高町宮前1022番地 

松阪市立川俣小学校 松阪市飯高町粟野481番地 

松阪市立香肌小学校 松阪市飯高町森1810番地２ 

松阪市立波瀬小学校 松阪市飯高町波瀬675番地 

その２ 

  

名称 位置 

松阪市立殿町中学校 松阪市殿町1508番地１ 

松阪市立殿町中学校市民病院分校 松阪市殿町1550番地 

松阪市立鎌田中学校 松阪市鎌田町656番地 

松阪市立久保中学校 松阪市垣鼻町1790番地１ 

松阪市立東部中学校 松阪市魚見町884番地 

松阪市立大江中学校 松阪市小片野町228番地 

松阪市立中部中学校 松阪市立野町1344番地 

松阪市立西中学校 松阪市曲町４番地８ 

松阪市立嬉野中学校 松阪市嬉野下之庄町1725番地 

松阪市立三雲中学校 松阪市中道町345番地 

松阪市立飯南中学校 松阪市飯南町粥見566番地 

松阪市立飯高中学校 松阪市飯高町宮前927番地 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年４月 

松阪市 

  

松阪市教育大綱 
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平成 18 年 12 月、新しい教育基本法が公布されました。昭和 22 年に制定され

てから半世紀以上が経過し、この間、科学技術の進歩、国際化、少子高齢化な

ど、教育をめぐる状況は大きく変化するとともに、様々な課題が生じておりま

す。このような状況にかんがみ、新しい教育基本法では、国民一人ひとりが豊

かな人生を実現し、我が国の一層の発展並びに国際社会の平和と発展に貢献で

きるよう、教育の基本的な方針及び教育の実施に関する施策を明らかにすべく、

教育振興基本計画を定めることが規定されました。 

松阪市では、この教育基本法改正に先立ち、平成 18 年 6 月より、松阪市教育

ビジョン構築検討委員会を発足し、今後 10 年を見据えた教育のあり方について

協議を重ねました。平成 19 年 12 月に、「松阪市教育ビジョン」を策定し、今日

に至るまで、松阪市の教育の道標と位置づけ、教育行政をすすめてきたところ

です。 

平成 26 年 6 月には、地方教育行政の組織と運営に関する法律の一部が改正さ

れ、教育委員会制度など教育行政についての見直しが図られました。このこと

に伴い、松阪市では、平成 27 年 5 月、松阪市総合教育会議を設置し、教育条件

の整備等重点的に講ずべき施策などについて、協議・調整を行っているところ

です。 

この総合教育会議における協議を経て、このたび、松阪市の教育、学術及び

文化の振興に関する総合的な施策の大綱をここに定めることといたします。 

今後 4 年間、松阪市は、この大綱を教育行政の指針とし、これからのちに改

定する新たな松阪市総合計画及び松阪市教育ビジョンにおいて、具体的な施策

を講じ、基本理念の具現化に努めてまいります。 

 

平成 28 年 4 月 1 日      

松阪市長  竹上 真人  

  

１．はじめに 

Administrator
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２．策定経過 

松阪市教育ビジョン ＜松阪市教育振興基本計画＞ 

（平成 19 年 12 月 1 日 策定） 

(～平成 28 年 3 月) 

 

総合教育会議 策定 

教育委員会 

検討委員会 立案 

改定 

基本構想 

 

 

松阪市教育ビジョン 
（平成 29 年 4 月 1 日改定予定） 

(～平成 33 年 3 月) 

 

 

松阪市教育大綱 
（平成 28 年 4 月 1 日策定） 

(～平成 32 年 3 月) 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 一部改正（平成 26 年 6 月 20 日） 

第一条の三  地方公共団体の長は、教育基本法第十七条第一項 に規定する基本的な方針を参酌し、

その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的

な施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を定めるものとする。  

 

教育基本法 改定（平成 18 年 12 月 22 日） 

第十七条  政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に

関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的

な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。  

２  地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体におけ

る教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 

Administrator
テキストボックス
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【基本理念】  

「 夢を育み 未来を切り拓く 松阪の人づくり 」 

  

 

 

松阪市の教育は、次の基本理念に基づいてすすめていきます。 

 

 

 

 

 

平成 17 年 1 月 1 日、それぞれがすばらしい個性をもった 1 市 4 町が合併し、

新しい松阪市が誕生しました。 

私たちの松阪市は、高見山地より連なる美しい山並み、その山々から流れ出

る櫛田川、阪内川、中村川などの清流、そして、それらが集まる豊かな伊勢湾

といった自然の恵みに溢れています。 

その恵みを受け、ここ松阪に住む人々は、山林や田畑、河川や海を生業の場

として豊かで多様な生活を営んできました。 

その生活は、とどまることなく着実に進歩し、進取の気風をもった先人たち

は、新たな文化や産業を生み出し、我が国の発展に大いに寄与してきました。 

私たちにとって誇りとなるこのような営みは、過去から現在、そして将来へ

と受け継いでいかなければなりません。 

先人たちは、その時代の世に貢献すべく、自ら抱き育んできた「夢」を絶え

間ない努力によって現実のものとしてきました。 

その営みを受け継ぎ、さらなる「未来」を切り拓いていくためには、新たな

松阪を創造し、我が国の一層の発展及び国際社会の平和と福祉に貢献する「人

づくり」が求められます。 

 そこで、松阪市の教育行政における指針となるこの教育大綱の基本理念を「夢

を育み 未来を切り拓く 松阪の人づくり」とします。 

  

３．基本理念 

Administrator
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基本理念に基づき、家庭や地域、学校が協働し、本市の未来を担う子どもた

ちを以下の方針により育てることを目指し、重点的に施策を講じます。 

 

□ 確かな学力をもち、意欲的に未来を切り拓く子どもを育てます。 

子どもたちが自らの個性や能力を伸ばし、夢や希望を実現するためには、

主体的に学ぶ態度を養い、確かな学力を身につけることが求められます。 

基礎的な知識等を習得し、課題や見通しをもった探求的な学習を通じて、

創造力や表現力を培い、意欲的に未来を切り拓いていく子どもを育てます。 

 

□ スポーツや文化に親しみ、仲間と社会を生き抜く子どもを育てます。 

仲間と助け合いながら目標に向かって努力し、苦しみを乗り越え、喜びを

分かち合うスポーツや文化活動は、重要な教育の場となります。 

スポーツや文化に親しみながら健全な心身を育むとともに、変化の激しい

時代においても、仲間と支え合い社会を生き抜く子どもを育てます。 

 

□ ふるさと・松阪を愛し、自らの夢を抱く子どもを育てます。 

  松阪市は、宝塚古墳など貴重な歴史遺産があり、また、蒲生氏郷、三井高

利、本居宣長、松浦武四郎など、多くの偉人たちが活躍しました。 

これらの伝統ある歴史と文化を築いてきたふるさと・松阪に誇りをもち、

愛し、優れた先人たちに学び、自らの夢を抱く子どもを育てます。 

 

□ 思いやりを大切にし、新たな松阪をつくる子どもを育てます。 

友だちとの遊び、家族や地域社会におけるふれあいや行事などを通して、

社会や人々との絆を結ぶ経験を重ねることが、大切になっています。 

思いやりを大切にし、人権を尊重し、異なる文化に学び、多様な価値観の

人々とつながりながら、新たな松阪を創造していく子どもを育てます。  

４．基本方針 

Administrator
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【基本方針】 

□ 確かな学力をもち、 

意欲的に未来を切り拓く子どもを育てます。 

□ スポーツや文化に親しみ、 

仲間と社会を生き抜く子どもを育てます。 

□ ふるさと・松阪を愛し、 

自らの夢を抱く子どもを育てます。 

□ 思いやりを大切にし、 

新たな松阪をつくる子どもを育てます。 

【基本理念】  

「 夢を育み 未来を切り拓く 松阪の人づくり 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．全体構想 

【松阪市教育ビジョン】 

□ 幼児教育の充実 

□ 確かな学力の育成 

□ 豊かな心の育成 

□ 健やかな心身の育成 

□ 学びを支える学校づくり 

□ 社会教育の充実 

□ 文化の継承と創造 

□ スポーツの振興 など 
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松阪市教育大綱 

平成２８年４月 ～ 平成３２年３月 

 

松阪市経営企画部経営企画課 

〒515-8515 三重県松阪市殿町 1340 番地 1  

電話：0598-53-4308  

 

松阪市教育委員会事務局学校支援課 

〒515-8515 三重県松阪市殿町 1315 番地 3  

電話：0598-53-4385  
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松阪市の教育方針・特徴 

松阪市は、平成 17 年に 1 市 4 町が合併し、人口は約 17 万人、伊勢湾から奈良県境まで東西に細

長い面積約 623 ㎢の市です。ここ松阪は、古事記伝を執筆した国学者「本居宣長」や、北海道の名付

け親となった「松浦武四郎」の生誕地であり、三井グループ創始者「三井高利」が松坂の豪商から日

本を代表する財閥となった三井家発祥の地でもあります。また、松阪牛や松阪茶など、全国的にも評

価されている産業が発展した、歴史と文化、産業のあるまちです。 

 教育については、市の基本理念を「夢を育み未来を切り拓く松阪の人づくり」とし、様々な事業を

実施しています。それは、「本居宣長」など進取の気風をもった先人たちが、自ら抱いた「夢」を絶

え間ない努力によって実現し、新たな文化や産業を生み出し、我が国の発展に寄与してきた教えを、

過去から現在、そして将来へと受け継ぎ、社会の発展に貢献する人づくりを基本理念としています。

（H28.4.1 策定「松阪市教育大綱」より） 

 そして、この基本理念に基づき、「確かな学力をもち、未来を切り拓く子」「ふるさとを愛し、自ら

の夢を抱く子」の育成といった４つの基本方針を定めています。 

 さらに細かな方策について、約 10年前の平成 19年 12 月に策定した「松阪市教育ビジョン」を松

阪市の教育の道標と位置づけ、教育行政をすすめてきているところであり、現在、平成 29年 4月に

向けてこれを受け継ぎ発展させるため、新たな「松阪市教育ビジョン」を作成しているところです。 

 加えて、この「松阪市教育ビジョン」の具現化を図るため、これまで３年ごとに「学校教育の方針」

を作成し、細かな取組を推進してまいりました。ここでは、そのうちから特徴的なものを紹介いたし

ます。 

 

 平成 26 年に作成した第 3 期「学校教育の

方針」では、「生きる力を育む教育活動の推進」

と「家庭や地域に信頼される学校・園づくり」

を大きな２つの柱としています。まず、「生き

る力を育む教育活動の推進」については、さ

らに「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

を３つの柱とし、様々な施策を展開しており

ます。 

 具体的な取組として、「確かな学力の向上」

の柱では、全国学力・学習状況調査を活用し、

結果分析と授業改善への反映をするために、

市統一の「課題把握シート」を作成（平成 26

年度）し、課題につながると考えられる要因

や課題克服のための取組の改善検討を行っ

ています。このような観点で課題を意識する

ことで、「どのような力が求められているの

か」ということについて教員の中で理解が深

まっていきました。また、本居宣長が残した

多くの教えの中から課題解決に資するもの

を取り上げ、子どもたちが実行できる「５つ

のチャレンジ」を定めました。これらはリー

フレットとして全保護者に配布するととも

に、自治会でも回覧していただき、さらには、

全教室にポスターとして貼り、実践につなげ

ています。 

 

 



 また、特色ある学校・園づくりを推進する事業として、地域の特性や豊かな教育力を活用し、体験

活動や地域交流などを通し「豊かな心」や「健やかな体」「創造力」を育む取組もあります。ある学

校では、住民協議会と連携して小学校の読書室を地域に開放し、ボランティアを募り、子どもの話し

相手や絵本の読み聞かせなどの活動を通して、子どもと保護者、地域住民の交流の場をつくったり、

月２回土曜に２時間程度、子どもたちの基礎学力のための学習会を開催したり、地域と連携した特

色ある取組が進められてきています。 

 他にもフューチャースクールに指定されていた三雲中学校を核に、情報通信技術（ＩＣＴ）の活用

により、２１世紀の松阪で育ち、２１世紀に生きる子どもたちに求められる力を育む教育を進めて

います。今後は、特に中学校でのアクティブ・ラーニングの充実を、ＩＣＴを活用して推進していく

計画です。これによって、知識のつめこみではなく、自ら考え、行動できる子どもたちを育てていく

ことをねらっています。 

 

 
  

「豊かな心」の柱では、「道徳教育」や「生徒指導」「人権教育」「外国人児童生徒教育」などの充

実を図っています。 

 「道徳教育」では、平成 30年度の教科化も視野に入れ、奉仕的活動や地域との触れ合い活動、郷

土の偉人に学ぶ学習等を通して、道徳性や道徳的実践力を育んでいます。子どもたちが自ら考え、道

徳的実践力を高められる教材や指導資料として「三重県心のノート」の活用はもとより、市教委とし

て「郷土の偉人を知る」シリーズを発行し、未来を切り開いていこうとする態度を育む学習に活かし

ています。 

 「生徒指導」では「いじめ防止基本方針」に基づいた取組や、学級満足度尺度調査（Ｑ－Ｕ）を活

用し、子ども一人ひとりの学級生活における満足度と意欲、学級集団の状態を的確に把握し、実態に

応じた指導を充実させることにより、子どもたちが楽しく意欲的に活動できる学級づくりを推進し

ています。これらの取組により、市内小中学校における暴力行為発生件数は、合併当時の平成 17年



度と比較し、10分の 1以下となっていますが、不登校児童生徒数が増加傾向にある課題もあります。

（不登校の原因としては、無気力や不安をはじめ、家族や友人との人間関係、学力不振などがありま

す。） 

 「健やかな体」の柱では、生活習慣や読書習慣のチェックシートを活用し、睡眠や食事、運動、ゲ

ームなど、日々の生活習慣を点検し、基本的生活習慣の確立をはかる「学校保健」の取組や、「全国

体力・運動能力・運動習慣等調査」の結果等から子どもたちの体力・運動能力を把握し、各校で「年

間指導計画」を策定し、計画的・継続的に運動に取り組む「学校体育」を推進しています。 

 「家庭や地域に信頼される学校・園づくり」では、教職員育成支援システムを活用し、教育長と学

校（園）長が、年度当初、教育改革方針や達成目標等についての面談をおこない、学校長が教職員の

教育活動に対する指導・助言を行うことなどを通じて、教職員の能力開発、教育活動の充実、学校組

織の活性化を図っています。また、年度末には、成果について検証し、次年度の教育改革につなげて

いきます。 

 また、「地域ぐるみで子どもを育てる体制づくり」を進めるため、学校支援ボランティアによる登

下校の見守りや学習支援などの取組を平成 20 年度に制度化し、年々充実しています。平成 25 年に

は、学校経営の取組を柱に、鎌田中学校・第四小学校・港小学校において、コミュニティ・スクール

を導入し、地域と家庭、学校が協働した学校づくりを進めています。 

 このように、松阪市においては、学校教育や家庭教育の教育機能の充実・連携を図るとともに、社

会教育も含め、市民の文化活動やスポーツ活動の機会の充実と質的向上に努めているところです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （松阪市マスコットキャラクター ちゃちゃも） 

 

平成 28 年度松阪市小・中学校施設のあり方市民討議会 

 

松阪市 経営企画部 公共施設マネジメント推進室 

 

〒515-8515 三重県松阪市殿町 1340 番地 1 

TEL：0598-53-4103 

FAX：0598-25-0825 

Email：koukyou@city.matsusaka.mie.jp 

 


